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下記のとおり古着ポストを設置します。
素材となる古着を提供してくださる方は、下記会場までお持ちください（1人10着まで）。
※靴やバッグ、シーツ、カーテンなどの古着以外のものは募集しておりません。
※ご提供いただいた古着は返却出来かねますので、ご了承願います。 

古 着 募 集

ワークショップ 参加者募集

六本木アートナイト2014 4月19日（土）、20（日）に開催される一夜限りのアートの祭典「六本木
アートナイト2014」では、テーマプロジェクトを手がける西尾美也が、
古着を再利用した巨大なアート作品をつくります。みなさまの家庭のタ
ンスに眠っている思い出のある古着をご提供ください。洋服はいちど解
体され、パッチワークによる作品としてよみがえります。

六本木アートナイト2014

日時：2014年（平成26年）4月19日（土）10:00〜20日（日）18:00

主催：東京都、アーツカウンシル東京・東京文化発信プロジェクト室（公益財団法人東京都歴史文化財団）、
六本木アートナイト実行委員会［国立新美術館、サントリー美術館、東京ミッドタウン、
21_21 DESIGN SIGHT、森美術館、森ビル、六本木商店街振興組合（五十音順）］

｜日時｜

2月10日［月］〜16日［日］　　

｜会場｜

六本木ヒルズ 森タワー2階 総合インフォメーション付近 

古着でどうやってアート作品をつくるの？
そんな疑問や興味を持たれた方は、作品作りに参加できるワークショップに来てみてください。
各回13:00から30分程の間は、
アーティストの西尾美也が過去の活動や六本木アートナイトでのプロジェクトについて話します。

｜日時｜3月15日［土］・16日［日］　13:00〜17:00（出入り自由）　※両日とも同内容です。
｜会場｜決まり次第、下記ウェブサイトでお知らせします。　｜参加｜無料
｜対象｜洋服好き、アート好き、ものづくり好き、洋裁の未経験者も歓迎！年齢は不問です。

古着を再利用した巨大なアート作品をつくります。

古着募集およびワークショップに関する

お問い合わせ先
03-6406-6339

六本木アートナイト事務局

最 新 情 報 は こ ち ら か ら ▽

http://www.roppongiartnight.com/



「身ひとつ」は「自分のからだだけ」という
意味。でもそれはふつう自分が着ている服
のことも含んでいる。だから服とからだは
ふたつでひとつ。「身ひとつ」 は「自分ひと
りだけ」という意味。でも、からだ（＝服）が
動けば他のからだ（＝服）とぶつかる、つな
がる。共同作業を通して、服（＝からだ）は
巨大なスカートになる、雨になる、花にな
る。「からだ＝服」がみんな動いて「カラダ
ひとつ」に生まれ変わる。

制作予定作品

1
古着のパッチワークによる巨大な「スカート」
は、「身体」の象徴であり、アートナイトを彩る一
着の大きな衣装であり、人々が集う家となって、
各種プログラムと来場者を包み込みます。

2
集めた古着から採取したボタンだけを繋げて、
「雨」を降らせます。

3
集めた古着から採取した花柄の布だけを繋げ
て、巨大な「花」を咲かせます。

西尾美也 （にしお・よしなり）
1982年奈良県生まれ、同在住。美術家。東京藝術大学
大学院美術研究科博士後期課程修了。平成23年度文化
庁新進芸術家海外研修制度2年派遣研修員（ケニア共和
国ナイロビ）。装いの行為とコミュニケーションの関係
性に着目し、市民や学生との協働によるプロジェクト
を国内外で展開している。

西尾美也
カラダひとつプロジェクト（仮称）

六本木アートナイト2014

テーマプロジェクト

「六本木アートナイト」は、生活の中でアートを楽しむという新しいライフスタイルの提案と、大都市東京に
おける街づくりの先駆的なモデル創出を目的に 2009年より開催している一夜限りのアートの饗宴です。 
様々な商業施設や文化施設が集積する六本木を舞台に、現代アート、デザイン、音楽、映像、パフォー マンス
等の多様な作品を街なかに点在させ、非日常的な一夜限りの体験をつくり出す本イベントに、昨年は延べ
83万人が来場。年々参加者が増加し、アートの祭典として定着してまいりました。今回のアーティスティッ
クディレクターは、前回に引き続き日比野克彦氏に委嘱。日比野氏監修のもと、新たな表現やアーティストに
出会える様々な仕掛け、プログラムを展開します。オールナイトで六本木の街中がアートで彩られる祭典に、
ぜひ、ご期待ください。

a. 参考作品《人間の家［家］》2010年／北本市／埼玉　撮影：齋藤剛
b. 参考作品《ボタン／雨》2011年／「再考現学」展／国際芸術センター青森／青森　撮影：下道基行　写真提供：国際芸術センター青森
c. 参考作品《花柄／花》2011年／「再考現学」展／国際芸術センター青森／青森　撮影：下道基行　写真提供：国際芸術センター青森
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